








要約:未熟児母乳を胎齢別、出産後日数別に分け、粗および真の蛋白質、脂肪、エネルギ

ーなどの含量およびアミノ酸組成を測定し、同時に測定した成熟児母乳の成績と比較した。

その結果、未熟児母乳では成熟児母乳同様、蛋白質含量は出産後日数に従い低値になった

が、脂肪含量とエネルギー含量は高値となった。総アミノ酸濃度は未熟児母乳、成熟児母

乳ともほとんどのアミノ酸が出産後日数に従い減少傾向を示したが、Taurine は増加した。

また、未熟児母乳は胎齢の小さいものほど成熟児母乳に比べて高蛋白質含量、低脂肪含量、

高 Taurine 濃度であったが、蛋白質と脂肪の違いは出産後 6 日から 10 日ごろでは少なく

なった。低出生体重児哺育における未熟児母乳の有利性は認められたが、ほとんどが早期

に消失した。


